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ア ン ド ル ー ・ ラ イ トル と 〈旧 南 部 〉 の 崩 壊

「エ リ コ
,エ リ コ,エ リ コ 」 を 中 心 に

小 谷 耕 二

"Jericho
,Jericho,Jericho"(1936年)は ひ と りの南部女 性の死 を描 いた短

篇 で あ る。時 は1930年 頃,所 はお そ らくAlabama州Madison近 郊 の4,000

エ ー カーの農園。主人公KateMcCowanは,LongGourd農 園 の所有者Malcolm

McCowanの 妻 と して,南 北戦 争 で夫 が死んだ後,数 十 年間 にわた って女 手

ひ とつで農 園を切 り盛 りす る。その 間,生 れつ き障害 を背負 って,酒 浸 りだ っ

た兄弟Jackの 凄 絶 な死 に遭遇 した り,農 園 を略奪 に きたゲ リラ兵 とみずか ら

拳銃 を手 に して対決 した りと,数 々の辛酸 をなめ る。作 者AndrewLytleは

ミス ・ケイ トの この苦難 の生涯 を,死 の床 につ いてい る彼女 の臨終 間際 の意

識 に去来す る記憶や想念 を通 して浮 かび上が らせ なが ら,南 北 戦争,再 建期,

そ して新 しい時代の到来 と続 く南部の歴史 を身 を もって生 きた一人 の女性 の

肖像 を見事 に描 きだ してい る。 その意味 でこの作 品 は歴 史の変遷 を反映 して

お り,そ こに〈旧南部 〉の崩壊 という象徴 的な意味 を読 み取 るこ ともで きる。1)

小 論 で は ミス ・ケ イ ト像 を南部社会 の変化や南部女性(theSouthernlady)

の 神 話 との 関連 とい う角度か ら検 討 し,さ らに南部アグ レー リア ンのマニ フ ェ

ス トの書1'llTakeMyStand(1930年)に ライ トルが寄稿 したエ ッセイ"The

HindTit"と の 思想的関連,お よび この作 品の タイ トル の聖 書へ の言及の意味

す る ところを考 察 した い。

1

南 部が いつ南部 になったのか,そ の起 源 を確 定す るの は歴 史家 に とって も

たや す い ことで はない ようで ある。 しか し,北 部 との対立 を通 して,南 部が

南部 としての 自己意識 を獲 得 してい った こ とは間違 いないであ ろ う。古 くは

 1) Sidney J. Landman,"The Walls of Mortality," in M.E. Bradford, ed. , The Form 
  Discovered: Essays on the Achievement of Andrew Lytle (Jackson: The University 

  and College of Mississippi , 1973) , p 64.
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合衆国憲法制定に際 しての,黒 人奴隷の法的位置付けをめぐっての綱引き,

さらには1820年 の ミズー リ妥協に至るまでの,ミ ズー リの連邦編入問題 に関

す る激論等を経て,南 北両セクシ ョンの亀裂は深 まり,つ いには南北戦争に

突入 してい く。 こうしたプ ロセスのなかで醸成 された南部の自己意識は,一

面歴史的事実に根 ざしながらも,同 時に神話化の作用を伴 って もいたので,

南北戦争以前の旧南部が,戦 後崩壊するどころか逆にいっそう確 固たるもの

として生 き続けるという逆説が生 じることにもなった。2)す でに1830年 代に

成立 していたキ干ヴァリア伝説に加えて,戦 前のプランテーション制度に基

づいた秩序をロマンティックに理想化する,〈旧南部〉の神話が南部人の心を

深 く支配するようになったのである。したがって,文 化史的なパースペクテ ィ

ヴからは,「1830年 か ら1910年 までの期間は単一の時代であった」と考 えるこ

ともできるのである。3)20世 紀の始めまで生 き延びた 〈旧南部〉は,や がて

1920年 代,30年 代 と衰退の道 を辿っていく。この時期,南 部文芸復興 と称さ

れる知的活動が,文 学をは じめ として学問研究や ジャーナ リズム等の領域で

いっせいに産声 をあげ,神 話のヴェールを引き剥が して,南 部の過去 を批判

的な態度で見つめ直す営みが始 まった。これは南部の自己意識のアイデンティ

ティ・クライシスに由来する営みであ り,社 会の急激な変動の兆 しに触発さ

れていた。当時,農 業中心であった南部社会の秩序が産業化の波に洗われつ

つあったのである。歴史家C.VannWoodwardは 第二次大戦後顕著になるこ

の変化 を"theBulldozerRevolution"と 名付 け,その影響力は南北戦争後の再

建期の諸変革を凌 ぐものだったとみな している。4)産 業化が 〈旧南部〉の秩

序の衰退 を促 したのである。

ところで南部の自己意識 を構成する要素,つ まり南部の特性 とは何かにつ

2)RobertPennWarrenの 次の言葉はこの逆説を簡潔に表現している一 "We may say

  that only at the moment when Lee handed Grant his sword was the Confederacy 

  born; or to state matters another way, in the moment of death the Confederacy 
  entered upon its  immortality  :' "The Legacy of the Civil War: Meditations on the 

  Centennial," Albert Erskine, ed. , A Robert Penn Warren Reader (New York: 
   Vintage Books, 1987) , pp. 274-275. 

3) Charles Reagan Wilson, "History and Manners: History," Charles Reagan 

  Wilson and William Ferris, eds. , Encyclopedia of Southern Culture (Chapel Hill: 
  The Univ. of North Carolina Pr. , 1989) , p. 586. 

4) C. Vann Woodward, The Burden of Southern History (Revised Edition; Baton 
   Rouge, Louisiana State U.P., 1991), pp. 6-7.
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い ては様 々の見 方が あるが,ラ イ トルは共同体 を も含 めた大 きな意 味での家

族 が南部社会 の もっ とも典 型的 な制度(theinstitution)だ と述 べ てい る。5)

ラ イ トル に よれば,南 部 の旧秩序 において は,家 族=共 同体 はひ とつの 自律

的な全体 を形 造 ってお り,そ の なかでその構成 員 は自分 の役割 をは た してい

た。夫や妻や 子供,い とこや使用 人や 召使 いが皆 それぞれの必要 や能 力に応

じて土地 に仕 え,ま た土地 に支 え られて いた。 この土地 を基盤 に した家族=

共 同体 のなかで,人 々は それ ぞれのプ ライバ シーや個 々の家族 の特 性 を失 わ

ず に,お 互 い にか な り緊密 な結 びつ きを保 ち なが ら生 活 していた。 そこでは

隣人や親類縁 者 を訪 問 した り,互 い に取 引 した り,結 婚 した りといった営 み,

さ らには政 治集会や宗 教上 の催 しに参加 した りといった活動が,ひ とつ の儀

式 として共 同体 の構 成員の結 びつ きを強 固 にす る働 きを担 ってい た。 そ して

個 人 に暖 か い安 らぎの場 を与 えて くれ る,こ の家族=共 同体,換 言す れば,

家 族 間の血の絆や 土地 への愛着 を,自 動車 に象徴 され る産業化 が断 ち切 って

い くこ とになったのだ と,ラ イ トルは指摘 して いる。6)こ の 家族=共 同体 と

い う観 点か らみた場合,ミ ス ・ケ イ トの物 語 は南 部社 会の古 い秩序 が崩壊 し

てい く物語 だ といって よい。ライ トル は ミス ・ケイ トと,そ の孫DickMcCowan

お よびその婚約 者EvaCallahanと の 間に,南 部 の旧秩序 と新 しく現 われつつ

あ る社会 との対比 を象徴 させ るこ とで,こ の主題 を表現 してい る。

87歳 の高齢 で死 を目前 に控 えなが らも ミス ・ケイ トの脳裏 を去 らないの は,

ロ ング ゴー ド農園 をいか に存続 させ てい くか とい うこ とで ある。彼女 はデ ィッ

クに農 園の管理 を引 き継 いで ほ しい と願 ってい る。農園 は 自分が受 け継いだ

ときよ りも立派 に なった。 それ を維持 してい くに は様 々の細か なノウハ ウが

あ り,ぜ ひ ともそれ をデ ィックに伝授 してお きた いの だが,彼 の方は この数

年 間農園 を離 れて町 で暮 ら して お り,農 園の管 理 に腰 を据 えて取 り掛 か ろ う

い う気配 がい っこうに感 じられ ない。 そこに ミス ・ケイ トが安 らかな死 を迎

え られ ない原因が ある。

ミス ・ケイ トに とって農園 を維持 して い くこ とはマ ッカ ウア ン家 とい う家

族 を守 ってい くこ とと同義 で あ る。彼女 は旧約聖書 のJoshuaの よ うに一族 の

リーダー,精 神的支柱としてマ ッカウア ン家を支えて きた(ShehadbeenJoshua_

5)AndrewLytle,"Foreword,"ANovel,ANovellaandFourStories(NewYork:

McDowell-Obolensky,1958),p.xvii。

6)Ibid.,pp.xviii-xix.ち なみに,自 動車 とは異なり,鉄 道は共同体を相互に連結す

る役割をはたしたという興味深い見方を,ラ イトルは述べている。
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[114])。7)口 蓋 裂 のために周 囲の笑 い者 となって,酒 に溺 れて しまった ジャ ッ

クに深 い愛情 を注 いだ し,ま た気 がふれて,戦 争の幻 影の なか に生 きてい る

CousinGeorgeを 手 厚 く世話 して もい る。彼女 に とって は 自分 の属す る土地

に根 をおろ して,家 族 の血のつ なが りの なか で生 きるこ とが人間の まっ とう

なあ りよ うなので あって,家 族 と土地 を守 るためには女 らしか らぬ手荒 な所

業 もあえて辞 さなか った。農園の 金品 を略奪 に きたゲ リラ兵 を裸 に して らば

で引 きず り廻 し,あ んたは悪魔だ とい う言葉 を投 げつ け られ も した(TurnZtS

loose.We'llnotbotheryenomore,lady.Youain'tnowoman,ツOU'readevil.

[121])。 さ らには強 引 と も言 え るや り方 で,隣 人か ら土地 を奪 い取 りもした。

一 方デ ィックは農園の管 理 を通 して伝統 的 な価値 を守 ってい くこ とにはあ

まり関心 を示 さず,自 ら積極 的 に家族 をまとめ てい こう とは しな い。 自分 の

死後,ジ ョー ジの面倒 を よ くみ る ように と ミス ・ケイ トが念 を押 す に もかか

わ らず,デ ィックはたぶ ん冬の問 は都会 で暮 らして,ジ ョー ジに は誰 か専 門

の世 話係 を雇 うつ もりだ と言 う。 この言葉 を聞 いて ミス ・ケイ トはデ ィック

を部屋 か ら追 い出 して しまう。彼女 は混 濁 した意識 のなかで 自分 の血が ほ と

ん ど水 の よ うに薄 くなってお り,や が て 自分が完全 に水 にな って しま うだろ

うと予感 す るのだが(Somehow[Dick's]vitalityhadgotcrossedinherblood

andmadeadryheartleap,herbloodthatwasalmostwater.Soonnow

shewouldbeallwater,wateranddust,...[116]),こ れ は彼女 の生命 力の

衰 え を示 してい るばか りではな く,家 族 の血のつ なが りの希薄化 の メタフ ォ

リックな表れ とも読 め る。ちなみに,「 血」の イメー ジは この作 品 に伏流 して

い るので あって,い ま ミス ・ケ イ トが横 にな っているマ ホガニ ー製のベ ッ ド

はかつ て彼女 の夫 マ ッカ ウア ン将軍の血 で染 まったこ とがあ った。また ジャ ッ

クの場合,そ の戦死 に直接 的な血への 言及はな いが,彼 は身体 が真 っ二つ に

ち ぎれ るほどの銃撃 を受 けたので あ り,そ の死 は真 っ赤な血の色 に染め上 げ

られ てい る とい って よい。無 論二 人 と も〈旧南部 〉,すなわ ち,大 きな意 味 で

の家族=共 同体 を守 るため に血 を流 したのであ った。ミス・ケ イ トはデ ィック

が見 か けは祖 父 に似通 って い るの に,何 か しら欠 けて い る ものが あ ると感 じ

て いる(Helookedalittlelikehisgrandpa,butsomehowtherewas

7)AndrewLytle,"Jericho,Jericho,Jericho,"inBenForknerandPatrickSamway,

S.J.,eds.,、4ルfodernSouthernReader(Atlanta:Peachtree,1986).以 下,こ の

作品からの引用はすべてこの版に拠 り,頁 数は括弧を付 して文中に記す。
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somethingmissing...[115])。 欠 けてい るの は この 「血」 に象徴 され る家族

の絆 で あ り,農 園 に対 す る主人 と しての強 い責任感 であろ う。さらに,デ ィッ

クに は婚約者 の イーヴ ァの言 いな りになってい る ような節が見 受け られ る。

これ は冗談 めか した言 い方 と もとれ るが,彼 は ミス ・ケ イ トに 「ぼ くたち結

婚す るんです。一 つ ま り,イ ーヴ ァの気が変わ らなければの話 ですが。("We're

tobemarried_thatis,ifEvadoesn'tchangehermind."[117])」 と言 う。

後述 す るよ うに,〈 旧南部 〉では女性 は男 性 に服従 す るこ とが ひ とつ の至上命

令 であ ったこ とを考 えれ ば,こ こに も古 い秩序 か ら新 しい秩 序へ の変化が反

映 してい る と考えて よいだろ う。

イーヴ ァはその名の通 り 〈旧南部〉 のエデ ン的 な秩 序 を破壊 してい く力の

象徴 で あ る。彼女 は取 り立 て て言 うべ きほ どの歴 史 もな い新 興 の工 業都 市

Birminghamの 出 で ある。 ミス ・ケ イ トはその歴史 の浅 さに対 して,う ち に

はバー ミンガム よりも古 い らばが いる と侮蔑感 を抱 く(1'vegotamuleolder'n

Birmingham.[117])。 この都市 と動物 との比較 には伝統 の有無 とい うこ との

他 に,家 族 や土地 との一 体感 を重 ん じる農業 中心の社会 秩序 か ら,新 しい工

業 中心の社会 秩序へ の変化一 ウ ッ ドワー ド謂 う ところのブル ドーザ ー革命

一 が巧み に反映 され ている
。イーヴ ァの髪 の毛 の描写 に用 いられ たメ ドゥー

サ の イメー ジもその破壊 的な力 を暗示 して い る。 ミス ・ケ イ トはデ ィ ックが

イーヴ ァの髪 の毛 に絡 め とられ て しまう有様 を思 い描 くのだが(Theheavy

haircrawledaboutherheadtotanglethepoor,foolishboyinitsropes .[116]),

こ れ は イー ヴ ァが ロング ゴー ド農園 の後 継者デ ィックを堕 落 させ,そ うす る

こ とでそれ を破壊 して しまいは しないか とい う不 安 に根 ざ してい る。 さらに

ミス ・ケ イ トはイーヴ ァの細 い腰 とサ ザ ン ・レデ ィー を気取 った ような上 品

ぶ った歩 きぶ りに辛辣 な皮肉を言 う("shelookssortofpunytome,Son.She's

powerfulsmallinthewaistandwalksaboutlikeshehadworms."[118])。

ミス ・ケ イ トのユ ーモアの セ ンスの よ く出た愉快 な言葉だ が,こ の皮 肉の奥

に も象徴 的な意味合 いが潜 んでい ると考 えて よい。「虫」とい う言葉 は,古 い秩

序 を知 らぬ間 に喰 い尽 く してい くイーヴ ァの腐食 力を示 してい るので ある。8)

同 時 に,家 族 と農園 を維持 してい くこ とに心 を砕 いてい る ミス ・ケ イ トの 目

には,イ ーヴ ァの華奢 な腰 は,家 族 が持続 してい く基盤 で ある,子 供 を生 み

8)ア ト・ド・フリースの 『イメージ・シンボル辞典』(東 京:大 修館書店,1984)の
「worm虫 」の項には 「死

,知 らぬうちに破壊するものを表す」との定義が見える。
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育 てて い く営 みに は向 いていない ように思 え る。9)

II

〈旧 南部〉 の秩 序 を支 えていた もの のひ とつ に,南 部女性 の神 話が ある。

南部 の女性 は まず何 よ りも優美 で あ り,華 奢 な体つ きや控 え目で臆 病そ うな

様 子 と相侯 って,男 に守 ってや らね ば とい う気持 ち を起 こさせ る ような とこ

ろがあ る。夫 に対 して従順 で,家 族 に献 身的な愛情 を注 ぎ,み だ りに公の事

柄 に首 をつ っ こんだ りしない。敬慶 なク リスチ ャ ンで,知 性的 とい うよ りも

む しろ道徳的 であ り,男 を惑わす その魅 力に もかか わ らず,性 的 に純 潔で あ

る。10)こ う した男の側 か らみ て実 に都合 の よい理想 の女 性 のイメー ジが,プ

ラ ンテー シ ョン神 話 とと もに南部人の心 に定着 していた。

もちろん こ うした イメー ジが多 くの場合 南部の女性 の実態 と異 な って いた

こ とは,歴 史家 の指摘 を侯 つ まで もないであろ う。 とくに,社 交 の楽 しみ に

あふれた優雅 で貴族 的 な有 閑生活や,月 影 に映 えるマ グ ノ リアの花 の下で繰

り広 げ られ るロマ ンスの世 界 とは,彼 女 たちの生活 は程遠 い もの であ った。

階層や経 済的条件,地 域的差異 に もか かわ らず,総 じて彼 女 たちは常に山 ほ

どの仕 事 を抱 えていた。農 園主の妻 は小規模 の 自営農民 あ るいはいわゆ るプ

ア ・ホ ワイ トの妻 とは違 って,畑 に出 て働 くこ とこそなか ったが,機 織 りや

裁縫 の技術 を習得 し,ま た菜 園の管理や家禽類 の世話,さ らには病 人の世話,

そ れに作 物が種 を播 い てか ら食卓 に料理 として出 され るまでの,す べ ての段

階 におけ る食糧 の管理 を行 な うことを求 め られた。秋 の最初 の冷 たい 日に豚

を屠 った り,冬 に備 えて果物 や野菜 を乾燥 させた りす るときな ど,あ れ これ

指示 を出 さね ばな らなか った し,舞 踏会用 の ドレス もまた奴隷 たちの衣服 も

自分 で作 らね ばな らなか った。「並 はずれた富が あって も,農 園主 の妻 が余暇

を買 い取 るこ とはで きなか った(Evenextraordinarywealthcouldnotbuy

leisureforaplanter'swife.)」 の であ る。11)自 営 農民やプ ア ・ホワイ トの妻

につ いては推 して知 るべ しであろ う。

9)Landman,p.66.

10)南 部女性のイメージについては,AnneFirorScott,TheSouthernLady:FromPedestal

toPolitics1830-1930(Chicago:TheUniv.ofChicagoPr.,1970)の 第一章を参

照。

11)Scott,pp.30-31.南 部女性の実像についてはスコットの著作の第二章を参照。
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こ うした観 点 か らすれば,ミ ス ・ケイ ト像 は南部女性 につ いての神 話的 ス

テ レオ タイプ とい うよ りもむ しろ その実像 をとらえた造型で あ るとい えよ う。

な るほ ど,結 婚前 の ミス ・ゲ イ トが 型通 りのサザ ン ・ベル(SouthernBelle)

で あ った可能性 を暗示 す る部分 もあ る。12)若 い頃彼女 はか な り魅 力の ある女

性 だ った ようで,寝 室 に置 いてあ る籠 の キル トの カヴァーの詰め物 には,か

つての恋 人た ちの手紙,「 熱 情の断 片(fragmentsofpassion[ll4])」 が使 わ

れて いる。 そ して夫 のマル コムはその籠が気 にな って眠 れぬ夜が あった こ と

を冗 談め か して告 白 して もいるのであ る

114])。 ま た,

こ の作品 は三 人称限定視 点 によ り ミス ・ケイ トの視 角か ら書 かれて お り,他

者 が彼 女 を どう見 ているか明確で はないが,そ の実際の生活 が どうで あれ,

周 囲の者 たちに とって ミス ・ケ イ トが レデ ィー とみな され ていた こ とは想像

に難 くな い。 イーヴ ァに家柄 の こ とをあれ これ尋 ねてい る ところ を見れ ば,

彼 女 自身 レデ ィー と しての誇 りを もっていた と考 えて よいで あろ う。 しか し,

控 え 目で華奢 な どころか,彼 女 はこれ まで病 に臥 した こと もないほ ど頑健 な

肉体 を もち,死 す らもあえて逆 らお う としないほ どの芯の 強 さが あった。13)

実 際,農 園での70年 に も及 ぶその半生 が,南 部女性の神 話 とはお よそ無縁の,

心 労 と苦難 の 日々であ ったこ とは明 らかであ り,そ の暮 ら しぶ りは南北戦争

で夫 が死 んだ り,回 復 不能 の傷 を負 った り した際 に,そ の妻 たちが送 らねば

ならなか った生活 の実態 にま さ しく符合 してい るので あ る。そ して毎年 毎年

繰 り返 され る,作 物 の植 え付 け,栽 培,収 穫 の試練 一 南側 の畑 は冷 たいの

で作付 けの時期 を遅 らせ ね ばな らな い とか,果 樹 園の どの部 分が一番 いい収

穫 をあげ るか,ど こに最 初 に霜 が降 りるか,七 面鳥 の卵 は毎 日ちゃん とひ っ

くりかえ してい るか等 々,日 常生 活の こまご まと した実務 の ことが,死 をま

じか に控 えた今 もなお ミス ・ケイ トの念頭 を離 れない。農 園 を維 持 してい く

には,ロ マ ンス よ りも日々の ひ とつひ とつの労苦 が大事 ,女 は何 よ りもいい

12)ベ ルの方は結婚するまでの娘時代の女性を指 し,レ ディーは結婚後死ぬまでの呼称

である。AnneGoodwynJones,"Women'sLife:BellesandLadies,"Encyclopedia

ofSouthernCZtlture,p.1527.

13)デ ィックはミス・ケイトに次のように言う"Doyourealize ,beautifullady,that
thisisthefirsttimeIeversawyouinbedinmywholelife? ....Notevendeath

woulddisputeyouhere,onLongGourd,Mammy."(115)

(Miss Kate, I  didn't sleep well last
night, I heard Sam Buchanan make love to you out of that farthest basket . If
I hear him again, I mean to toss this piece of quilt in the fire .



44小 谷 耕 二

主婦 でなけれ ばな らない,と いうわけで,彼 女 は近隣 で も評判の働 き者,Carlisle

家 のAnnaBelleを 嫁 に しては どうか とデ ィックに勧 め さえ もす る。14)も っ と

も,デ ィックはイーヴ ァを愛 して い るんです とロマ ンテ ィックに応 えるので

あるが。

性 的な事柄 につ いて の,ミ ス ・ケ イ トの歯 に衣 着せぬ率 直 さ も,南 部女 性

の ステ レオタ イプ像か らの逸脱の表 れ とみ て よい。 イーヴ ァの腰の細 さに話

が及 んだ ときに,デ ィックは うっか りイーヴ ァはコル セ ッ トで腰 を絞 め あげ

てい るの ではな い と洩 ら して しまう。す る と ミス ・ケイ トは ど うしてそん な

こ とを知 ってい るの だ と,間 髪 を入れず 問い詰め るのであ る。答 えに窮 した

デ ィックは,立 派 な婦 人が何 て ことを聞 くんです と言 うのがや っ となのだ が,

さ らに ミス ・ケイ トは こう駄 目を押す。

もちろん,こ れは酸 い も甘 い もかみわ けた長年 の人生経験 に裏打 ち されて は

じめて可能 な率直 さ ともい えよ う("thefranknessofanoldladywhocansee

thebottomofhergrave"[118])。

しか し同時 に,こ の率 直 さが直接 的 には ミス ・ケイ トの,イ ーヴ ァに対す

る嫉 妬 と絡 み合 ってい るこ とに も注意 してお く必要 があ る。 ミス ・ケ イ トに

とって,初 対面の イーヴ ァはその姿 を 目に した瞬 間か らす でに,自 分の死 を

見届 けに きた嘘つ きの あばずれ女で あ り(thelyinglittleslut[116]),デ ィッ

クを見 つめ るその様 子 は まるで腹 をすか した犬 の ように彼女 の 目には映 じて

いる("You[i.e.Dick]won'tbefreemuchlonger-thewayshelooksat

you,1ikeahungryhound."[119])。 そ して彼女 は イrヴ ァに,デ ィックの面

倒 をち ゃん と見 な い と,化 けて出て 目の玉 をひんむ いてや る とまで言 うので

あ る("Well,takecareofhim,youngwoman,orI'llcomebackandhan't

you.1'11 、comebackandclawyoureyesout."[117])。 ど この馬 の骨 とも知

14)こ れ にはカーライル家 との縁組がまとまれば,そ の船着場が利用できて好都合だと

いう事情も絡んでいる(TheCarlisleplaceliessohandytoLongGourdandwould

givemealandingontheriver.[118])。 ミス ・ケイトにはすべてが農園の維持 と繁

栄 という目的に奉仕するものでなければならないかのようである。

"I'm not a respectable woman . No woman can be respectable and run 

 four thousand acres of land. Well , you'll have it your own way . I suppose 

the safest place for a man to take his folly is to bed." (My italics, 118)
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れ ぬ女 に,自 分が精魂 傾 けて きた農園 を奪い取 られ る とい う不安,そ れ を ど

うに もで きぬ焦燥,イ ー ヴ ァの若 々 しい肉体 に対す る嫉 妬,さ らにお そ らく

は生 き残 る者への,死 にゆ く者 の ひそかな暗 い憎悪 そ う した要 因 を考 え

あわせ て もな お,異 様 な までの敵 意 であ るが,そ こには南部女性 の神 話 を支

えて きた イデ オロギーが はか らず も顔 を覗かせて いる ように思 え る。 ミス ・

ケ イ トは,こ の女 が 自分のベ ッ ドに横 たわ り,自 分の銀器 で食事 を し,自 分

の血 を分 けた孫 の体 を愛撫す るこ とになるのだ とうい思 いに身 を焼 かれ なが

ら,凄 ま じい まな ざ しで イーヴ ァの肢体 を砥 め るように眺 め る。

ミス ・ケ イ トはイーヴ ァが その性 的魅 力でデ ィックをたぶ らか し,破 滅 させ

て しま うと感 じてい るのだが,彼 女の その感 じ方,そ の まな ざ しのセ クシュ

アル な陰影 は,農 園生 活の苦 闘の 中で抑圧 されて きた,彼 女 自身 のセ クシュ

ア リテ ィの裏返 しの表出で あろ う。 そ してそれ は,南 部女性 で あ ることが,

そ の道徳 的廉 潔,敬 慶 さ,性 的純 潔 といった イメージの鞄 によって,必 然的

に もた らす抑圧 の反映 なの であ る。ベ ッ ドに横た わった ミス ・ケイ トはマ ホ

ガニー製 のヘ ッ ドボー ドに彫 りこまれ てい る,摘 まれる こと もないたわわ な

葡 萄の こ とを思 い浮かべ なが ら,自 分 が まるで乾葡萄 の ように干 か らび てい

るの を感 じる(Howmuchlongerwouldthesenever-pickedgrapeshang

aboveherhead?Howmuchlongerwouldshe,rather,hangtothevineof

thisworld,shewholaybeneathasdryasanyraisin.[115])。 こ れは ミス ・

ケ イ トの年 老 いた肉体 や崩れ始 めた古 い秩 序 を表 してい るばか りでは な く,

数 多の女性 が南部女性 の神話 に よって強 い られて きた存在 境位の象徴 と も読

め よ う。

お よそ神 話 とい うものが支配 的 な文化 に よるイデ オロギー的 な構築 物だ と

す るな らば,南 部女性 の神話 に も目に見 えぬ権 力関係や政 治性が す り込 まれ

[Her eyes] burned like a smothered fire stirred up by the wind as they 
traveled over the woman who would lie in her bed, eat with her silver, 

and caress her flesh and blood. The woman's body was soft enough to 

melt and pour about  him  . She could see that; and her firm , round breasts, 

too firm and round for any good to come from them. And her lips, full 

and red, her eyes bright and cunning. The heavy hair crawled about her 

head to tangle the poor, foolish boy in its ropes. (116)
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ている。15)まず何 よりも,南 部女性=サ ザ ン ・レディーの神話 という場合,

女性 とは白人女性 を指 しているのであって,黒 人女性は含 まれない。一説に

よれば,こ れは女性の本性についての,西 洋の古 くか らの考 え方,す なわち,

女性 を純粋で冒しがたい処女 と性的で危険な売春婦の両極 に二分す る見方が,

南部の奴隷制度のなかで変容 した結果であるという。このふたつの範疇が光

と闇,善 と悪のイメージを通 して,そ れぞれ白人女性 と黒人女性に同一視さ

れ るに至ったのである。そ して純潔なる処女 として崇拝 されることで,白 人

女性は白人の血の純粋さとその文化の将来を保証する表象 となった し,白 人

男性の権力の象徴 として,家 庭の内側で注意深 く道徳的台座 に祭 り上げ られ

て,政 治や公的権力か ら遠 ざけられることにもなった。そこでは白人女性 と

黒人男性の性交渉 は,白 人男性中心の社会秩序を揺るがすタブーとなる一方

で,白 人男性 と黒人女性の間の性交渉は,黒 人女性の側の生来の性的放縦に

起因するもの として,白 人男性は責任 を免除 された。16)したがって,こ の神

話は南部社会の白人優越主義を維持 ・強化する機能を担 っていたのである。

この短篇には南部女性の神話の,こ うした人種関係にまつわる側面は表面

に出てきていない。 しか し,白 人男性 と白人女性の力関係のありようをそこ

に窺 うことはできる。BertramWyatt-Brownに よれば,旧 南部の男性が勇

敢 さや名誉を重ん じたように,女 性 にも不平 をこぼ さずに黙って勇敢 に逆境

に立ち向か う能力を培 うことが求められた。そ してこの能力は男性の意志に

対する女性の服従 を正当化す るという点において,南 部女性の神話を補強す

る役割 をはた していた。 ワイアッ ト=ブ ラウンの見解では,南 部女性の神話

の根幹 には女性 は男性に従属すべ き存在であるという考え方があ り,女 性の

側で もそれを当然のこととして受け入れていた。ほとんどの場合,彼 女たち

は結婚 にみずからの存在理由を見 いだ し,か りに自分たちの置かれた立場に

疑念が兆 しても,自 己検閲によってそれを圧殺 していた。社会の成 り立ちの

面からも,女 性が独身 を通 して生計 を立てていくのはきわめて困難であり,

またそれが可能な場合で も,そ の生業は実入 りが少な く,卑 しむべ きものと

15)こ の点については,ア ン・グッドウィン・ジョーンズがいくつかの代表的な考え方

を要約・紹介している。Jones,pp.1527-1530.

16) Sara M. Evans,"Myth Against History: The Case of Southern Womanhood," 

   in Patrick Gerster and Nicholas Cords,  eds., Myth and Southern History; Vol. 

   2: The New South (2nd Editon; Urbana and Chicago: Univ. of Illinois Pr. , 1989) , 

   p. 150.



アンドルー・ライトルと 〈旧南部〉の崩壊47

みなされていた。南部女性の神話はこうした女性の状況を正 当化す る機能を

発揮 した。 もちろん,す べての女性がサザン ・ベルやサザ ン ・レデ ィーであ

るはずはないのだが,そ の神話はあたかもそうであるかの ような幻想 を南部

の女性たちに与え,ま た結婚 し母親 となることを賛美することで,そ れに伴

う労苦を隠蔽 したのである。 したがって,そ れは彼女 たちにとって現実が耐

えがたいものであればあるほど,そ の不満 と苦 しみを吸収 し,現 実を口当た

りのよいオブラー トに くるんで受容させ る装置であった。17)こうした文脈に

ミス ・ケイ ト像を置いてみれば,農 園経営に全身全霊 を捧 げた彼女の奮闘ぶ

りは,南 部女性の神話的ステレオタイプ像か らは逸脱 していて も,男 性 によ

る女性支配の構図のなかにきちんと組み込 まれているのである。 ミス ・ケイ

ト像の造型において,ラ イ トルは南部女性神話のイデオロギー的表象 として

のステレオタイプ像は拒絶 していて も,そ のイデオロギー 自体は温存 したま

まであるといって よいのではなかろうか。

III

12人の南部アグ レー リアンによる著作,『私の立場 南部 とアグ レー リァ

ニズムの伝統』は,す でにふれた南部の社会秩序の変貌に対す る危機意識か

ら生 まれた警世の書 とみてよかろう。そこに一貫 して流れている主題 は,南

部を侵食 しつつある産業主義 にどう対応すればよいか ということである。そ

の解答 として持ち出されたのが 〈旧南部〉の秩序であった。そこでは 〈旧南

部〉が,産 業主義に対す る反措定,機 械文明の進歩による非人間化の流れに

対す る人間主義の砦 という役割 を担って登場 している。産業主義の強力な潮

流に,当 時失われつつあった農業 中心の旧秩序 を対置 させた ところに,こ の

著作の時代錯誤的反動性をみるのはたやすい。しか し,LouisD.Lubin,Jr.

が指摘 しているように,社 会的状況がまったく変わってしまった現在の位置

か らみて も,そ の 〈人間〉対 〈機械〉という発想はいまなお予言の書 として

の有効性 と影響力を保 っていると考えることもできないわけではない。18)南

17) Bertram Wyatt-Brown, Southern Honor: Ethics and Behavior in the Old South 

   (New York: Oxford  U.P.  , 1982) , ch. 9, esp. pp. 226-236. 
18) Louis D. Rubin, Jr. ,"Introduction," in Twelve Southerners , I'll Take My Stand: 

   The South and the Agrarian Tradition (Baton Rouge: Louisiana State U. P. ,1990) , 

    p. xxi.
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部 文化 史 におけ る 『私 の立場』全体 の意義 につ いては いず れ再検 討す る必要

があ るか もしれな いが,こ こで はこの著 作 に収め られ たライ トルの 「後 ろの

乳 首」とい う奇妙 な タイ トルのエ ッセイ19)と 「エ リコ」との関連 を確 認 して

お きた い。 、

このエ ッセ イに おいてラ イ トル は,ま ず農業 中心 の南部社会 が どの ような

プ ロセ スを経 て崩壊 の危機 に瀕 す るように なったか を辿 り,次 に独立 自営 農

民の生活 と文化 を理想化 して描 きだ してい る。 そ して最後 に,勢 いを増 して

い る資本主義 の貨幣経済(moneyeconomy)に 南 部 人が屈服す れば,い か に

南部の よき伝統 の遺産 も失われ て しまうこ とにな るか を示 しなが ら,警 鐘 を

打 ち鳴 らして いる。

ライ トル の見取 り図に よれ ば,農 業 国家で あったア メ リカは1865年 以 降工

業 重視の帝 国主義国家 に変貌 して しまった。南部連 合の敗北 とともに,農 業

に基盤 を置いた社会や経済の秩序が貨幣経済 に侵食 され始 めた。そ してThomas

Jeffersonが 理 想 のアメ リカ人 として思 い描 いた ような 自給 自足の独立 自営農

民(theyeomanSouth,thatgreatbodyoffreemen[HT,208])も 換 金作

物の生産 に手 を染め る ようになった結果,自 由 と独 立 を失 い,自 分 で も理解

で きない経済 の システムに生活 を牛 耳 られ る羽 目に陥 って しまってい る。国

家 としてのアメ リカは豊か になったが,個 人 は利益 をあげ るため にあ くせ く

働 かね ばな らず,豊 か さを獲得 したのか ど うか定かで はない有様 なので ある。

い ま南部 の農民 はふたつの経済秩 序の岐路 に立 って いる,と ライ トル は述 べ

る。「農場 は玉蜀黍 を作 る ところであ って,金 を儲 け る ところではな い(Afarm

isnotaplacetogrowwealthy;itisaplacetogrowcorn.[HT,205])」

の だ。 もし農民 が進 歩 を鼓吹 す る 〈新南部 〉の神 話 に浮 か され て,農 業 の機

械 化の道 を選べ ば,紙 幣経済 に完全 に巻 き込 まれ て しまって,農 民 と しての

生活が顧 み られ な くな るだ ろ う。「生 き方 と しての農耕 が終 わ りを告 げる」こ

とにな って しま うだろ う(theprecedenceofthemoneyeconomymeansthe

endoffarmingasawayoflife.[HT,216]),そ うラ イ トル は主張す るの

で あ る。

こ うして次 のセ クシ ョンで,ラ イ トル は代 表的 な独 立 自営農民 の生活 と文

19)AndrewLytle,"TheHindTit,"inI'llTakeMyStand,pp.176-245.以 下,こ の

エッセイからの引用はすべてこのルイジアナ州立大学出版局版に拠 り,頁 数はHT

とい う略号とともに,括 弧を付して文中に記す。
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化 が いかに素晴 らしい もの であ るか を共感 をこめて描 きだす。 ここで強調 さ

れ てい るの は,農 民 と土地 お よび 自然 との深 いつ なが り,家 族や共 同体 への

帰属感 であ る。農民 の生活 におい ては,産 業 社会 での仕事 の決 ま りきった単

調 さ と無益 さ とは対照 的 に,ゆ っ くりと時間 をかけた労働 のプ ロセスのなか

で働 く者 と仕事 との問 に調和 があ る。会 話 を楽 しみなが らの昼食 は家族が寄

り集 う重要 な「社交の場」であり(dinnerisasocialeventofthefirstimportance.

[HT,226]),食 卓 に並べ られ た料理 も,そ れが そ こに出 され るまでの間 に家

族の皆 が何 らか の形 でか かわって いるため に,ひ とつ ひ とつが それぞれの者

に特別 の意味 を もって いる。 人間 と自然 との関 わ りにおいて は,長 年 の生 き

た経験 の堆 積 を通 して形成 されて きた迷信 ・俗信 が重要 な役 目をはたす。 こ

れ は科学 的 自然観察 と同様 に有益 で あ るばか りか,自 然の前 で謙虚 であ るこ

とを人 間に教 えて くれ る点 で,そ れ よりもい っそ う深 い叡 知 に満 ちてい る。

一 日の仕事 が終 わ った あ との団樂 で は
,歌 や踊 りや ゲー ムに興 じた り,ま た

ときには政 治集会 を兼ね た ピクニ ックや バーベ キュー を催 した りもす るのだ

が,そ こで はすべ ての参加者 が違 和感 を抱 くこ ともな くそ う した催 しに溶 け

込め る ような仕組 みがで きてお り,自 然 に家族=共 同体の一体 感が達 成 され

るので あ る。こう して,MarkT.Lucasの 指 摘 す る とお り,20)豊 か なデ ィテー

ル と詩 的な イメー ジで描 きだ された,こ の独 立 自営 農民の生 活 と文化 はそれ

自体が ひ とつの問 いにな ってい る。つ まり,こ の 安定 した満足 感 に満 ちた生

活 を持 ちなが ら,な ぜ 南部 の農 民が産業主義 の慌 ただ しい精神 の在 り方 を受

け入れ る必要が あ るのか とい う反 語的 問いで ある。

もちろん,ラ イ トル の答 えはその必要 はない とい うもので あ る。「南北戦 争

とその余波 に よって,そ の文化 を弱体化 され は したが,ま だ破壊 されては い

ない農業 中心の南部は,産 業主義 を毒蛇のように恐れねばな らない(TheAgrarian

South,therefore,whoseculturewasimpoverishedbutnotdestroyedby

thewaranditsaftermath,shoulddreadindustrialismlikeapizensnake.

[HT,234])」 と彼 は述べ る。 産業 主義 は農民 に も恩恵 を もた らす ものだ と

い う偽装 の もとにその破壊 力 を行使す る。 た とえばハ イウェ イがで きれば,

そ れ は一 見便 利 な ようで あって,そ の実 トラクターや トラ ックの購入 お よび

維 持の ための経費や税 金の増大,家 庭 内へ の様 々の工業 製品 の侵 入 といった

20) Mark  T. Lucas, The Southern Vision of Andrew Lytle (Baton Rouge: Louisiana 
State U.P. , 1986) , p. 28.
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形 で,農 民 の経済 的負担 を増 加 させ ることにな る。 また機 械 の導入 に よって

余剰労働 力 とな った息子 たちは農場 を離 れ ざ るを得 な くな り,家 族の分散 化

の動 きが強 まる。そ うな ると農民 は,経 済的負担 を支 えよ うと して,換 金作

物 の栽 培 に比 重 を置 くようにな り,結 局貨幣経済 の網の 目に絡 め とられて身

動 きで きな くな るのが おちで あろ う。そ して,「 科学 よ りも宗教 を,テ クノロ

ジー よ りも手仕 事 を,産 業 の慌 ただ しい生活 より も畑 でののんび りと した労

働 を,そ して神 経 をす り減 らす こ とよ りもゆった りとしてい るこ とを大切 に

して きた古 い生活様式」が廃 れ(Thegood-roadprogramsdrivelikeaflying

wedgeandsplittheheartofthisprovincialism-whichprefersreligionto

science,handcraftstotechnology,theinertiaofthefieldstothe

accelerationofindustry,andIeisuretonervousprostration.[HT,234]),

家 族=共 同体 のなか での人間同志 の絆 も,人 間 と自然 の交感 も失 われ るのだ

と,ラ イ トルは言 う。 もはや残 された道 はひ とつ しか ないので あって,も と

の生 活 に戻 るように と彼 は促 す。

さ もなければ,南 部 の農民 はアメ リカ とい う雌 豚の 「後 ろの乳首 」に頼 らざ

るをえないチ ビの子豚 み たいに,無 力 な状 態 を脱却 で きな いで あろ う。

Do what we did after the war and the Reconstruction: return to our looms, 

our handcrafts, our reproducing  stock. Throw out the radio and take 

down the fiddle from the wall. Forsake the movies for the play-parties 

and the square dances. And turn away from the liberal capons who fill 

the pulpits as preachers. Seek a priesthood that may manifest the will 

and intelligence to renounce science and search out the Word in the 

authorities. (HT, 244)

He has been turned into the runt pig in the sow's litter. Squeezed and 

tricked out of the best places at the side, he is forced to take the little 

hind tit for nourishment; and here, struggling between the sow's back 

legs, he has to work with every bit of his strength to keep it from being 

a dry hind one, and all because the suck of the others is so unreservedly 

gluttonous. (HT, 245)
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こうした現状を打破するための,先 に引用 したライ トルの提案は,産 業主

義 に歯止めをかける具体的処方箋 としてあまりにも時代錯誤的であ り,ほ と

んど無意味か もしれない。 しかしそこに表明された価値観 家族=共 同体

に包まれて生 きることの意義,人 間 と自然の交流 という考え方は簡単に葬 り

去 ってしまえるものではないであろう。そ してこの点において,ミ ス ・ケイ

トはライ トルのアグレー リアニズムの精髄 を体現 した存在であるといってよ

いであろう。厳密には独立自営農民の範疇に属 しているとはいえないが,ま

ず何 よりも彼女は南部アグレー リアンの唱道する 〈旧南部〉の秩序の象徴で

あった。彼女が家族=共 同体の絆 を大切に していることはすでに指摘 したと

お りである し,土 地 との交感を示す次の ような一節 も 「エ リコ」のなかには

ある。

ミス ・ケイ トが横たわっているベ ッドは,そ こで彼女の母が死 に,彼 女の子

供が生 まれ,夫 と初めて夜 をともにし,ま たその夫が息絶えたベ ッドである。

いまその古いベ ッドか ら湧きあがってきて ミス ・ケイ トを包んでいる様々の

匂いは,人 も動物 も植物 も,す べてのものが土地 と自然のなかで互 いに結び

ついて存在 している,ア グレー リアニズムの世界の凝縮 されたメタファーと

なっている。

Sweeping over the mounds of her body rising beneath the quilts came the 

old familiar  odors—the damp, strong, penetrating smell of new-turned 

ground; the rank, clinging, resistless odor of green-picked feathers 

stuffed in a pillow by Guinea Nell, thirty-odd years ago; tobacco on the 

mantel, clean and sharp like smelling salts; her father's sweat, sweet 

like stale oil; the powerfull ammonia of manure turned over in a stall; 

curing hay in the wind; the polecat's stink on the night air, almost 

pleasant, a sort of commingled scent of all the animals, man and beast; 
the dry smell of dust under a rug; the over-strong scent of too-sweet fruit 

trees blooming; the inhospitable wet ashes of a dead fire in a poor white's 

cabin; black Rebeccah in the kitchen; a wet hound steaming before a fire . 

(120)
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ミス ・ケイ ト像が 「後 ろの乳首 」にお いて展開 された,ラ イ トルのア グ レー

リァニ ズムの延 長線上 に位 置 してい るこ とは疑 いよ うがな い。しか し,「エ リ

コ」をア グ レー リアニ ズムのプ ロパ ガ ンダ とみ るべ きではな いであろ う。「後

ろの乳首」 の独 立 自営農 民の生 活 と文化 が,お そ ら くは戦略上 の意図か ら故

意 に美化 されて いるのに対 して,ミ ス ・ケ イ ト像 は芸術的造 型 と して神話 的

な ステ レオ タイプ像 に陥 るこ とを免れ てい る。 すで に見 た とお り,イ ーヴ ァ

に対す る彼女 の まな ざ しには抑圧 された彼 女 自身のセ クシュア リテ ィが影 を

落 としてい る。 この ことが 崇高 さ も卑 小 さ もあわせ もつ 人間の複雑 さの リア

リテ ィを ミス ・ケ イ ト像 に与 えてお り,彼 女 が偉 大 な女家 長 として聖化 な い

しは神 話化 され ることを阻む一 因 とな ってい る。 さ らにラ イ トル は宗 教的次

元 を作 品内 に導 入す るこ とに よって,ミ ス ・ケ イ トの 肖像 をいっそ う陰影 に

富 んだ もの に し,同 時 に 〈旧南部 〉の崩壊 とい う主題 に もあ る屈折 を与 えて

い る。 この宗教性 とい う角度 か らみれ ば 〈旧南部〉 の秩 序が崩壊 して いった

のは,何 も産業 化 に伴 う様 々の外 的諸 力のせ いばか りで はない。 その古 い秩

序 自体 に も崩壊 の芽 が潜 ん でいた。

ミス ・ケイ トが安 らか な死 を迎 え られな いの は,デ ィックや イー ヴ ァのせ

いばか りで はな く,彼 女 自身 の罪悪感 のせ いで もあ った。彼女 は死後 みずか

らの魂 が地獄 の業 火に焼か れ るさま を思 い描 いてい る(Shecouldsmellher

soulburningandseeit.Whatafireitwouldmakebelow,drippingwith

sin,1ikearagsoakedinkerosene.[116])。 この罪 悪感 は彼女 がIvaLouise

の 土 地 を,合 法 的で はあ って もおそ ら く道義 的 にや ま しい方法 で 自分 の もの

に した こ とに由来 してい る。 アイヴ ァ ・ル イーズの父 か ら土地 の管 理 を任 さ

れ た ミス ・ケイ トは,ど うや らその土地 を担 保 に,ア イヴ ァの無 能な夫の た

めに所 有地 の税金の支 払 いを肩代 わ りしてや り,結 局その土地 を手 に入 れ る

こ とになった ら しい。 知人 との関係 を法 的な金銭 関係 に還元 した この行為 は,

む しろ〈新 南部 〉的 な発想 に立 った もので あった と考 えて よいか もしれな い。

農 園 を維持 し,家 族 を守 るため には どう しよ うもなか ったのだ とか・ な りふ

りを気 に して いた ら4,000エ ー カー もの地所 を管理 してい けない とか,い くら

自己弁 明 を試 みて も 「昔 の罪の亡霊(thespectreofanoldsin[119])」 は消

えてい って くれ ない。 ゲ リラ兵 に悪魔 呼ば わ りされ た ように,ミ ス ・ケイ ト

はアイヴ ァか らも 「この人 でな しの女(thisunnaturalwoman[120])」 と罵
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られたのだ が,そ の非難 の言葉 の とお り,私 欲 のため に彼女 の土地 を奪い取 っ

たのだ ろ うか という疑念 を拭 い去 るこ とが で きな いの であ る。 そ して,彼 女

は 自分の人生 になにか大 きな間違 いがあった(Therewassomemistake,some

cruelblunder...[122]),し か しもう取 り返 しが つか ない(toolate_too

late...[122])と い う思 いに苛 まれ る。

この短篇 の結末 の場面 は,同 じように年老 いた女性 の死 を扱 ったKatherine

AnnePorterの 名 作"TheJiltingofGrannyWeatherall"の 結末 と同様,臨 終

間際の人間 の薄 れ ゆ く意識 を描 いて精 妙 かつ豊か な曖昧 さを孕 んでい る。 グ

ラニー ・ウ ェザ ーオールが究極的 には生命の灯 をみずか ら吹 き消す ことによっ

て,神 の救 い を断念 す るよ うに,罪 の意識 に苦 しみ なが ら も,ミ ス ・ケイ ト

は最 後の最後 にはこれ までの みずか らの生 き方 を肯定 し,地 獄 に落 ちるこ と

を意 に介 さな くなる ように思 える。「罪の亡霊」が現 われて もなお,彼 女 はデ ィッ

ク に伝 えるべ きこ とを伝 えね ばな らぬ,そ れ まで死 んでな る ものか と気 力 を

振 り絞 って 口を開こ うとす る。

凄 ま じいばか りの意志の強靱 さで罪 の意識 を振 り払 い,あ くまで も農 園 を守

りぬ こ うとす る ミス ・ケイ トの姿 に,ラ イ トルが深 い共感 を寄せ て い ること

は明 らかで あろ う。 しか し同時 に,こ の強靱 な意志 こそが かつてア イヴ ァ ・

ル イーズか ら土地 を奪 い取 るという行為 を生み,い ままた神 に対 す る一種 の

反逆の 身振 りを呼 び寄せ てい る とい うことを,ラ イ トル は決 して見逃 しては

い ない。生 命 力が尽 きか けて,瞼 の上 の方 に自然 に動 い てゆ こう とす る眼球

But she wasn't  ready. She must first do something about Long Gourd. 

That slut must not eat it up. She would give it to the hands first. He 

must be brought to understand this. But the spectres shook their heads. 

Well let them shake . She'd be damned if she would go until she was ready 

to go . She'd be damned all right , and she smiled at the meaning the word 

took on now. She gathered together all the particles of her will; the 

spectres faded; and there about her were the anxious faces of kin and 

servants . Edwin had his hands under the cover feeling her legs . She made 

to raise her own hand to the boy . It did not go up. Her eyes wanted to 

roll upward and look behind her forehead, but she pinched them down 

and looked at her grandson. (122)
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を引 き戻す ほ どの力 は,み ず か らの有限性 をわ きまえぬ人間 の意 志の異様 な

までの肥大化 と も読め る。 産業化 とい う時代 の流れ の奥 に,ル ネッサ ンス以

来 の西洋近代 の キ リス ト教世 界観 の衰 退,神 に取 って代 ろう とす る現代 人の

fE傲 を見 ていた ライ トルの 目には,21)ほ か な らぬ ミス ・ケイ トに も旧秩 序の

崩壊 の要 因が潜 んで い る と見 えていた に違 いな い。

ミス ・ケイ トは凄絶 な努 力でデ ィックを見据 え,言 葉 にな らぬ声 を発 しよ

うとす るが,結 局 その思 いは伝 わ らず,息 絶 えてゆ く。 その とき現実 の もの

ともまぼ ろ しと もつ かぬ歌声 が響 い て くる。22)

旧 約 聖書 の ヨシュアの物語 は,約 束 の土 地の獲得 と所有の物 語で あ る。 作品

の 冒頭 で ヨシュアに喩 え られて いた とお り,ミ ス ・ケイ トはマ ッカウア ン家

の リー ダー としてたゆ まぬ 努力で農 園の繁栄 を築 き上 げてお り,そ の奮闘ぶ

りは ヨシュアの エ リコ征服 に擬iす に値 す る といって よい。 しか し,ヨ シュア

がエ リコを征服 したの は神 の掟 に基づ いた行 いであ ったのに対 し,ミ ス ・ケ

イ トはアイヴ ァ ・ル イー ズか ら土地 を獲 得す るが,そ れ はた とえ合法的 であっ

て も,罪 悪感 を伴 う行為 であ った。 また死期 を悟 った ヨシ ュア は部 族の主立

った者 を集め,神 に仕 え るよ うに と説 く。 そ して もし神 に叛 けば滅 ぼ され て

しま うだ ろ うと警告す る。同 じように,死 を 目前 に して ミス ・ケ イ トも,ロ

ング ゴー ドの農 園 を引 き継 いでマ ッカウア ン家 を守 ってゆ くように諭すべ く

デ ィックを呼 び寄せ るのだが,デ ィックは彼女 の期待 に応 えて くれ そう もな

く,あ たか も神 の罰 でで もあ るかの ように,農 園の 崩壊 は 目に見 えて いる。

22)こ の歌は黒入霊歌からとられたものである。その歌詞の全体については,JohnHollander,

ed.,A〃z〔,所Y!〃1)o(?ti3':Tl～`・N～〃et(・(・11tllQ.」〃!～〃二v,1"olif〃2e2(TheLibraryofAmerlca,

1993)所収の"JoshuaFitdeBattleobJerico"を 参照。ギリシャ悲劇のコーラスを券

髭させ もするが、ここでライトルが黒人霊歌を用いたことに関しては、 考 の余地

があるかもしれない。

From a  distance, out of the far end of the field , under a sky so blue that 

it was painful-bright, voices came singing, Joshua fit the battle of Jericho, 

Jericho, Jericho—Joshua fit the battle of Jericho, and the walls come 

a-tumbling down. (123)

21) Mark T. Lucas, "Andrew Lytle," in Joseph M. Flora and Robert Bain, eds., 

   Fifty Southern Writers After 1900: A Bio-Bibliographical Soureehook (New York: 
Greenwood ,1987) , p . 296.
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こ う して,最 後 には ヨシュア とは異 な って,ミ ス ・ケイ トは家族 と農園 の行

く末 に どうに もな らぬ不安 と絶望 を抱 いた まま死 んで ゆ く。皮 肉な こ とに こ

こで は,ヨ シュアに よって滅 ぼ され たエ リコの崩壊 す る防壁 の方 が,マ ッカ

ウア ン家 とその農 園の衰退,そ して ミス ・ケイ トの敗北 を象徴す るこ とにな

るので あ る。 ミス ・ケ イ トは ヨシュアであ り,同 時 にエ リコで あ った。


